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はじめに

目的

ラズベリーパイで取得した生体情報のデータをデスクトップのパソ
コンへソケット通信で送って、それをクラスタリングすること
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手順

まず、デスクトップの画面でラズベリーパイを操作するために VNC
viewerを用いて表示させる。
次に、デスクトップでサーバを立ててラズベリーパイとソケット通
信させる。
座っているときと歩いてるとき（足踏み）のそれぞれ 1分間の生体
情報のデータを集める。
集めたデータでクラスタリングをしてみる。
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結果

まとめたエクセルファイルに対して群平均法による階層的クラス
ター分析を Rを用いて行った。
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結果

主成分分析と、MDS(多次元尺度構成法)の分析をやってみると途中
でエラーが出てしまってまだ解決していない.
motiondetectorという生体データだけ全部値が 0になっていて分散
が 0になるから標準化できないらしい。
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おわりに

まとめ

1 次は、ほかの動作も増やして検証してみたい。
2 座っている状態と歩いている状態でクラスタが分かれていてよ
かった。

今後の課題

1 他の分析のエラーを解消する。

6/6


	‡Í‡¶‡ß‡É
	”è‘⁄
	„‰›Ê
	‡¨‡í‡è‡É

